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第4期広域計画策定に向けた提言

フォローアップ委員会
座  長：御厨東大教授

　　　　　　　　　　　　　 　 副座長：飯尾政策大学院大学教授

備考

広域行政のあり方検討会
座 長：新川同志社大学教授

　 副座長：北村滋賀大学教授

（設置の目的）
　広域連合の役割や執行体制
も含めた広域行政のあり方を
検討し、今後の関西広域連合
の方向性を明確にするため設
置するもの

中間報告

（設置の目的）
　第３期広域計画等の達成状況の評価・検証、第4期広域計
画の策定を視野に入れた今後の関西広域連合の取り組むべき
課題等の検討などのフォローアップを実施するにあたり、指
導・助言を受けるために設置するもの

広域計画等フォローアップ委員会の今後の進め方

最終報告
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　（目的）
少子化、高齢化による本格的な人口減少社会の中で、目指すべき関西の将来像を明らかにし、そ

れをどのようにして実現するかという観点等から指導・助言をいただき、第４期計画に反映させて
いく。

（検討項目）

○海外の事例を参考に、

広域行政体制の類型

等について検討

シンポジウム

（検討項目）

○あるべき広域行政に

ついての提言

（検討項目）

○広域行政が担うべき

広域的な課題

○現行法制度を活用し

た広域行政体と政策

実現手法

○広域行政に相応しい

権限、機能、統治機

構（広域行政の機能

発揮の手法）

資料１

中間まとめ

小委員会による議論（詳細は別紙）

・テーマを設定して、二つの小委員会を設置

・それぞれの小委員会には、委員長１名、副

委員長２名を置く。

・他の委員は、会議の都度募る。

・それぞれ２回程度会議を開き、意見交換を

行う。

○「人の環流と国土の双眼構造、分権型社会」

に関する小委員会

○「人の環流とアジアのハブ機能」に関する

小委員会
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広域計画等フォローアップ委員会 小委員会の設置・運営について 

 広域計画等のフォローアップを行うに当たり、第３期広域計画に掲げる「広域連合が目指

すべき関西の将来像」に係る基本的な考え方を軸とし、今後関西広域連合が目指すべき将来

像とその実現のために必要な施策について議論いただくため、下記のとおり小委員会を設置

する。

記

１ 設 置 

（１）テーマ 

第３期広域計画において、「広域連合が目指すべき関西の将来像」に係る基本的な考

え方として掲げられている３点、

    ・国土の双眼構造を実現し、分権型社会を先導する関西

    ・個性や強みを活かして、人の環流を生み出し、地域全体が発展する関西

    ・アジアのハブ機能を担う新首都・関西

を踏まえ、テーマを次のとおり設定する。

    ①人の環流と国土の双眼構造、分権型社会

    ②人の環流とアジアのハブ機能

（２）名 称 

   テーマごとに小委員会を設置することとし、名称は次のとおりとする。

    ①「人の環流と国土の双眼構造、分権型社会」に関する小委員会

    ②「人の環流とアジアのハブ機能」に関する小委員会

２ 運 営 

（１）委員等 

  ①委員長、副委員長 

小委員会ごとに、広域計画等フォローアップ委員会委員の中から委員長１名及び副

委員長２名を選出する。

②他の委員

会議の都度、フォローアップ委員会委員に参加を募る。

③その他

必要に応じてテーマに即したゲストスピーカーを招く。

（２）小委員会の開催 

   各小委員会はそれぞれ２回程度会議を開催する。

別 紙 
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